
防災倉庫の新規設置について（案） 

 

  

目 的 

 公園内に防災倉庫を設置する 

理 由 

 近年気象等の著しい変化による災害が増えています。自治会としても災害の対策用品（（易 トイレ、予備電源、

非常食・保存水等）を備蓄する必要があります。また、本自治会には公民館が無いので、公園内に 2つの倉庫を

設置しているが、満杯状態でテントは林様宅、子供会用品はマロニエハイツに仮置きしている状況です。そこで、

防災倉庫と併せて大きな倉庫を設置できたらと考えました。 

 コロナで実施できなかった行事により自治会費の繰越金が有る今が設置の好機と考えました。 

設置物の概要 

 易 倉庫（床面積 5.46 ㎡）相当品 

 現在の倉庫 A 約 2.74 ㎡  B 約 2.54 ㎡ 

 

 

  公園内であるため設置基準や設置位置には制限があるため、実施の場合は宇都宮市公園管理課と協議の上決

定する。 

 

今後の日程 

 回覧で自治会員に周知し、異論が無ければ公園管理課に申請した後業者を決定する。 


